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研究成果の概要（和文）：この研究では，大学生を対象に，他者との学習における動機づけ調整プロセスを解明
することを目的とした。まず，他者との学習場面に特化した動機づけ調整方略を測定する尺度を開発した。そし
て，テスト学習，プレゼン準備といった協同場面において動機づけ調整方略と学習行動との関連が異なることが
示された。そして，協同学習を観察して発話を分析したところ，動機づけ調整傾向の高い学習者は，協同学習中
に自ら話題を変えるなどにより，動機づけ調整を行っていることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the process of motivation regulation in cooperative 
learning in undergraduates. First, a scale for measuring motivational regulation strategies in 
cooperative learning was developed. Second, we found that the relationships between these strategies
 and learning behaviors differed in cooperative learning settings such as preparation for the next 
examination and for presentation in a small group. Next, the analysis of learners’ utterances 
during cooperative learning showed that learners who had a high tendency of motivation regulation 
were regulating their own motivation by changing topics by oneself during cooperative learning.

研究分野：教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで，他者との学習場面に特化した動機づけ調整プロセスの検討は見られなかった。本研究によって，他者
との学習における具体的な動機づけ調整方略と，それらがどのように学習行動に関連するのかが明らかにされ
た。また，そういった関連が具体的な協同場面によって異なることも示された。さらに，観察および発話分析に
よる，協同学習中の状況的な動機づけ調整についても検討を行った。これらの知見は，個人学習場面での検討に
終始してきた動機づけ調整研究の発展に寄与し，また，自己調整学習研究の視野を広げるものである。さらに，
アクティブ・ラーニングが強調される昨今において，他者との学習における支援に貢献しうるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
学習を進める際に，常に意欲的であることは難しい。そのため，自分自身で効果的にやる気
を調整するという視点が重要になる。自律的な学習プロセスを明らかにしようとする自己調整
学習の分野では，そういったやる気の調整を「動機づけ調整」と呼び，研究が行われている
（Zimmerman & Schunk, 2011）。例えば，Wolters（1999），伊藤・新藤（2003），Umemoto
（2015）は，大学生や中学生が用いる動機づけ調整方略（例えば，学習内容と自分の興味のあ
ることを関連づけてやる気を高める，静かな場所に移動するなど学習環境を変えることでやる
気を高める）を明らかにし，それらがどのように学習に影響するのかを検討している。 
さて， 近年，教育現場においてアクティブ・ラーニングを推進していくことが強調され（中
央教育審議会, 2012），他者と協同的に学習することが重要視されている。自己調整学習分野に
おいても，従来の「個人の学習や熟達・成長」だけではなく，「協同場面における他者との学習
の調整」に焦点を当てた社会的に共有された調整学習（Hadwin et al., 2011）が注目されてい
るが，実証的な研究は少ない。すなわち，アクティブ・ラーニングが強調される今日，他者と
いかに協同して行動を調整しながら効果的に学習を進めていくのかといった，「他者が関わる学
習のプロセス」を明らかにし，学習支援につなげることが求められている。 
他者と学習する際にも，やる気が低下することは考えられるため，積極的に学習を続けてい
くためには，やはり効果的に動機づけを調整することが重要である。しかしながら，これまで
の動機づけ調整研究は文脈や状況を特定せずに一般的な独りでの学習場面のみを扱っており
（e.g., Schwinger et al., 2009），「他者との学習における動機づけ調整」については実証的な研
究が行われていない。これに関して伊藤（2012）は，これまでの学習研究は，学習一般場面を
扱っており，学習者を支援するためには，より文脈や状況に根差した学習プロセスの検討が必
要であるとしている。つまり，動機づけ調整研究においても，文脈や課題を特定した上での検
討や，学習中のダイナミックで状況に根差した学習の調整過程についても焦点を当てていくこ
とが必要とされている。 

 
 
２．研究の目的 
 本研究では，他者との学習場面，すなわち協同学習における動機づけ調整プロセスを明らか
にすることを目的とする。具体的には，3年間で以下の 3つの観点について検討する。 
 
（１）1年目の研究では，「学習者は他者との学習においてどのように動機づけを調整している
のか（動機づけ調整方略）を明らかにする」ことを目的とする。 

 
（２）2年目の研究では，「どのような文脈・課題において，どのような動機づけ調整方略が積
極的な学習行動につながるのかを明らかにする」ことを目的とする。 
 
（３）3 年目の研究では，実際の他者との学習場面における，よりダイナミックで状況に根差
した動機づけ調整方略と学習行動・結果との関連を明らかにする」ことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では，大学生を対象に，他者との学習における動機づけ調整プロセスを解明するため
に，3 つの研究を実施する。特に，量的データと質的データを用いることで，大学生の他者と
の学習における動機づけ調整プロセスを精緻に検討する。 
 
（１）1 年目の研究ではまず，大学生に対して自由記述による質問紙調査を行う。ここでは具
体的に，「友だちと協同的に学習をしていて学習に対するやる気が低下した際，どのようにして
やる気を高めようとしているのか」を自由記述で尋ねる。そして，得られた自由記述をＫＪ法
によってカテゴリに分類し，それらを参考に測定項目を作成する。また，動機づけに関する尺
度との関連を通して，構成概念妥当性を確認する。次に，縦断的に 2回の質問紙調査を実施し，
動機づけ調整方略が学習行動に与える影響について明らかにする。 
 
（２）2年目の研究では，調査を行い，「友だちと一緒にテスト勉強をしているとき」と「友だ
ちと授業でのプレゼンテーションの準備をしているとき」を想定させた学習文脈・課題におい
て，他者との学習における動機づけ調整方略と学習行動を測定する。1 つ目の文脈は，テスト
学習のような 1つの解に向かって勉強するといった理解や記憶が中心の定型的な課題に取り組
む文脈であり，2 つ目の文脈は，プレゼンの準備といった比較的自由度が高い非定型的な課題
に取り組む文脈である。こういった大きく異なった文脈を用いることで，どういった課題に対
してどういった動機づけ調整が有効になるのかといった，文脈の効果を検討することができる。 
 
（３）3 年目の研究では，小グループによる協同学習を取り入れた授業を対象としてビデオカ
メラを用いた観察を行い，さらに協同学習中の発話を ICレコーダで録音する。ICレコーダで
録音した発話を起こし，ビデオカメラで録画された協同学習中の行動と照らし合わせながら，



より状況的な他者との学習における動機づけ調整方略を明らかにする。さらに，質問紙調査を
並行して実施し，動機づけ調整などの自己評価についても測定する。これらにより，実際の協
同学習中のどのような場面で，どのような動機づけ調整を行い，それに対して他者がどのよう
な反応をし，それがどのような行動や結果につながったのか，といった状況的でダイナミック
な動機づけ調整方略と学習行動・結果との関連を明らかにすることができる。 
 
 
４．研究成果 
（１）1年目の 1つ目の研究では，協同学習における動機づけ調整方略尺度を作成し，方略と
動機づけ要因，エンゲージメントとの関連について検討した。まず，261 名の大学生を対象と
した自由記述による質問紙調査を行い，動機づけ調整方略尺度の 46 項目を作成した。次に，
284 名の大学生を対象とした質問紙調査を行った。因子分析を行った結果，協同学習における
5 つの動機づけ調整方略（積極的交流方略，課題価値方略，義務感高揚方略，自己報酬方略，
学習活動構造化方略）が特定された。それらの動機づけ調整方略と自己効力感，内発的価値と
の偏相関分析の結果から，尺度の構成概念妥当性が確認された。重回帰分析の結果，行動的エ
ンゲージメントに対して，義務感高揚方略，自己効力感，内発的価値が正の関連を示した。感
情的エンゲージメントに対しては，積極的交流方略，学習活動構造化方略，内発的価値が正の
関連を，義務感高揚方略が負の関連を示した。 
 また，1年目の 2つ目の研究では，Relative Weight Analysisを用いて動機づけ調整方略が
行動的エンゲージメントに与える相対的な重要性について検討を行った。因果関係を明確化す
るため，協同学習を含む授業を受講する大学生に対して，2 回の縦断的な調査を行った。分析
の結果，他の 4つの動機づけ調整方略に比べて，積極的交流方略が 2時点目の行動的エンゲー
ジメントに相対的な重要性を示した。この結果は，自律的な他者との学びを促進するためには，
特に積極的交流方略への介入が重要になることを示している。 
 
（２）2年目の研究では，「テスト学習」と「プレゼン準備」という 2つの協同学習場面におけ
る動機づけ調整方略とエンゲージメントとの関連について検討を行った。また，2 つの場面に
おける動機づけ調整方略の使用差についても検討した。他者とのテスト学習場面を想定させる
質問紙と，他者とのプレゼンテーションの準備場面を想定させる質問紙の 2パターンを作成し，
3つの大学の学生にランダムに配布した。そして，計 223名の大学生のデータが分析された。
まず，平均値の差の検定の結果，協同学習場面によって，4 つの動機づけ調整方略の使用に差
があることが示された。次に，重回帰分析の結果，協同学習場面によって，動機づけ調整方略
とエンゲージメントとの関連に違いが見られた。特に，プレゼン準備場面において，多くの動
機づけ調整方略と，エンゲージメントとの関連が見られた。つまり，特にプレゼン場面におい
て，動機づけ調整は自律的な他者との学びを促すカギになると考えられる。 
 
（３）3 年目の研究では，大学生を対象に，協同学習における動機づけ調整を観察および発話
分析，質問紙による調査から検討した。2 つの大学のそれぞれの授業における協同学習を対象
として調査および観察を行い，28名のデータを分析対象とした。まず，質問紙による調査結果
を分析した結果，動機づけ調整傾向の高い学生は，特に協同学習の後半において，安定した動
機づけで学習に取り組んでいる可能性が示された。また，自由記述を分析した結果，動機づけ
調整傾向の高い学生は，協同学習中により質の高い具体的な動機づけ調整を行っている可能性
が示された。また，発話分析から，動機づけ調整傾向の高い学生は，協同学習中に「話題を変
えること」や，「自ら意見を出すこと」を通して動機づけを調整している可能性が示された。こ
れにより，より学習の状況に随伴した動機づけ調整について検討することができた。 
 
 以上より，大学生の他者との学習における動機づけ調整プロセスの一端を明らかにすること
ができた。これまでの動機づけ調整研究では，学習一般場面を扱っており，「他者との学習にお
ける動機づけ調整」に焦点を当てた研究はほとんどない。本研究は，これまで主に個人内の動
機づけ調整過程の検討に止まってきたものを，他者との学習といった個人間での検討に広げよ
うとするものであった。これは，自律的な学習プロセスの解明を目指す自己調整学習および社
会的に共有された調整学習研究の発展に資するものである。 
また，これまでの動機づけ調整研究は，量的データに頼ったものが多かった（e.g., Umemoto, 

2015; Wolters, 1999）。そのため，現状では状況的で詳細な動機づけ調整過程の検討には踏み
込めていない。本研究では，協同学習の観察と発話分析を通して，より具体的で文脈に根差し
た他者との動機づけ調整過程について検討を行った。量的なデータに加えて質的なデータを用
いて動機づけ調整過程を照らし出すことで，これまでの研究よりもさらに精緻な検討を行うこ
とができた。 
さらに，近年，アクティブ・ラーニングの導入によって仲間との学び合いを行う機会が増え
ている。つまり，大学生の他者との動機づけ調整プロセスについての検討は，こういった社会
的な背景を踏まえた上で，大学生の学習を支援することにも寄与するものである。 
今後は，様々な協同学習場面を対象にし，知見を積み重ねていく必要がある。また，学習課
題の内容や性質，他のグループメンバーとの関係性など，より多くの要因を考慮してより精緻



に検討を行っていくことも必要である。最後に，動機づけ調整方略と，協同学習中の動機づけ
の推移についても研究が必要である。特にその場合には，動機づけ調整方略の質的側面と量的
側面を分けて検討することが重要である。 
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